



Issues and countermeasures on Japanese Keigo learning
- exemplified with the Keigo questions of N1’s Grammar part
Jun XIA1），Takafumi MATUDA2），Xiucheng SHA3）
Abstract
The questionnaire on N1’s grammar test aiming at students majoring in Japanese shows that 
students encounter some issues in mastering the form and meaning of the general form and the special 
form of Japanese Keigo for them. On the other hand, the weakness in primary grammar foundation and 
the shortcoming in middle- and high-level Japanese sentential pattern knowledge also have negative 
impact on the correct understanding and answering to N1’s questions on Japanese Keigo. The learning 
and use of Japanese Keigo is not a isolated issue. This paper discusses the counter-measures to these 
issues from two aspects of the Japanese Keigo learning and the grammar learning relating to Japanese 
Keigo, the latter includes the auxiliary word, the continuous auxiliary word as “te” and the accepting 
expression, etc.
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ものであるという意味において，B ＆ L のnegative 
pohteness のチャート8） に見る， 5．「敬意を示せ　
39N1 文法部分から見た敬語習得の問題点及びその対策
（Give　deferenc） であると思われる．」[5]
　例（8）では，川村が，実際に利益（恩恵）を得る
相手の気持ちに配慮して，「あたかも自分が恩恵を得
る＝もらってもらえれば自分はうれしい」という自ら
への「恩恵与え」行為を表しながら，実際には「相手
の判断に委ねる＝相手への配慮」という謙譲の気持ち
を表現しているのである．
　「あたかも表現」は「思いやり」を重んじる日本語
によるコミュニケーションの現場でよく使われる表現
ではあるが，理解が難しい表現ではあるので，授受表
現と敬語表現を教えるときに丁寧な説明をする必要が
あろう．
５　まとめと今後の課題
　敬語は日本語学習の難点である．本稿はN1の文法
部分の敬語問題をアンケート調査の内容にして，日本
語学習者の敬語学習状態を把握し，学習の問題点を分
析し，習得方法を提言した．
　アンケート調査で二つのことが判明した．（1）学
習者の敬語語彙及び敬語表現文型の形と意味について
の把握が不足している．（2）初級の文法知識や中上
級の文型知識の不足が敬語問題を解くのに困難をもた
らしている．特に，助詞，補助動詞，授受表現などの
知識不足が文の判断や敬語の正確な理解と使用に影響
している．
　まず（1）についてであるが，敬語の習得では，「敬
語表現文型」と「敬語語彙」の形と用法を覚え，場面，
人物関係，動作主を正しく判断し，他人のことを立て
て，自分のことを遜って言うということを常に意識す
ることが原則である．
　一方（2）の問題については，敬語の習得は敬語の
分類・用法だけの問題ではなく，助詞などの必要な文
法知識を身につけておかないと，正しい敬語使用は実
現できないということから，初級の教育現場から助詞
の重要性を強調し，補助動詞，連用形などの文法知識
をきちんと理解させ，構文意識を養い，文型を覚えて
もらうことが大事である．
　試験での敬語問題は，選択肢もあり，考える時間も
あるので，コミュニケーションの現場での敬語使用ほ
ど複雑ではないが，学習段階やテストの段階で難点を
解決することは，心理的抵抗を解消し，敬語の使用率
と正解率を高める有効な手段であろう．
　N1試験では多重敬語や「れる・られる」の形の考
察に触れていなく，また，多肢選択の問題形式で，考
察内容に不完全なところもある．次の研究では，ロー
ルプレーで場面を設定して，学習者の敬語使用とその
問題点を考察したいと思う．また，その次の段階で敬
語の学習支援APPの内容設計も考えてみたい．
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